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令和 6年度予算見積調書 課室名:

説明事業

農業政策課
担当名: 企画・試験研究調整担当

内線: 4035 (単位：千円)
会計

P4 農業技術研究センター試験研究費 一般会
計

農林水
産業費

農業費
項

農業研究費 農業技術研究センター費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和27年度～ 根 拠
法 令

農業改良助長法、地力増進法、土壌汚染防止法、
埼玉県主要農産物種子条例

款

針路 12
分野施策 1202

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2
2-4

　埼玉農業の競争力を強化するため、「埼玉県農林水産
業試験研究推進方針」に基づき、研究開発を行う。

　ア　環境変化に対応した技術の開発　　　 4,801千円
　イ　埼玉ブランドとなる品種の育成と普及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,951千円
　ウ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21,235千円
　エ　調査及び受託研究　　　　　　　　　36,040千円
　オ　分析機器更新　　　 　　　　　 　　14,995千円

（１）事業内容
　　ア　環境変化に対応した技術の開発　　　　　 4,801千円
　　イ　埼玉ブランドとなる品種の育成と普及　　 5,951千円
　　ウ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発　21,235千円
　　エ　調査及び受託研究　　　　　　　　　　　36,040千円
　　オ　分析機器更新　　　　　　　　　　　　　14,995千円

（２）事業計画(目標、達成水準、今後の計画等)
　　ア　環境変化に対応した技術の開発　　　　　 5課題
　　イ　埼玉ブランドとなる品種の育成と普及　　 6課題
　　ウ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発　17課題
　　エ　調査及び受託研究　　　　　　　　　　　24課題
　　オ　分析機器更新　　　　　　　　　　　　　 4件

（３）事業効果
　　　開発した新技術や新品種を普及することで埼玉農業の競争力を強化する。
　　　【活動指標(アウトプット)】試験研究課題数　52課題
　　　【成果指標(アウトカム)】成果発表会の開催　1回

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　国立研究開発法人(農研機構等)、都道府県公設試、大学、民間企業や農業者と共同して
　　国庫資金等を活用して研究開発を実施する。
　　　また、農業関係団体(全農等)、民間企業(資材メーカー等)や農業者から委託を受け、
　　問題解決のための試験研究を行う。

２　事業主体及び負担区分
(国10/10、県0)
(団体10/10、県0)
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×103人＝978,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 使用料・手数料 財産収入 諸 収 入 県　債

決定額 83,022 1,380 51 6,133 24,384

前年額 92,136 380 405 6,109 8,00028,388 48,854

― 農林部 4 ―

儲かる農林業の推進

51,074 △9,114

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 4,801千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 4,801 △1,113

合計 4,801 △1,113

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 145 △71 現地調査、会議出席旅費等　145千円

需用費 3,630 △718 消耗品費　2,333千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　623千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　624千円
農業機械類修繕費　50千円

役務費 806 △532 切手代、電話代等　196千円
サンプル分析費、機器メンテナンス費　610千円

負担金、補助及び交付金 220 208 ドローン講習会　220千円

合計 4,801 △1,113

事業内訳書

農業技術研究センター試験研究費

環境変化に対応した技術の開発

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 5,951千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 820 0 農業技術研究センター
生産物売払収入 米、イチゴ、ナシ

一般財源 5,131 △1,943

合計 5,951 △1,943

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 137 9 現地調査、会議出席旅費等　137千円

需用費 5,098 △541 消耗品費　3,766千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　632千円
農業技術研究センター(本所、玉井、久喜)光熱水費　340千円
分析機器修繕費、農業機械類修繕費等　360千円

役務費 631 △1,238 切手代、電話代等　32千円
サンプル分析費、機器メンテナンス費　599千円

負担金、補助及び交付金 85 △173 学会参加費　85千円

　

埼玉ブランドとなる品種の育成と普及

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 5,951千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 5,951 △1,943

単位事業名 予算額 21,235千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 2,029 0 農業技術研究センター
生産物売払収入 ナシ、ブドウ、トマト

一般財源 19,206 △4,920

合計 21,235 △4,920

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 676 △24 現地調査、会議出席旅費等　676千円

需用費 17,228 △4,259 消耗品費　8,581千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　4,128千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　3,263千円
分析機器修繕費、農業機械類修繕費等　1,256千円

　

省力、低コスト、高品質生産技術の開発

主な内容

主な内容

埼玉ブランドとなる品種の育成と普及

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 21,235千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 1,195 △382 切手代、電話代等　236千円
サンプル分析費、機器メンテナンス費　800千円
ハウス保険料　159千円

委託料 60 △50 現地試験の栽培委託料　60千円

備品購入費 1,981 162 自動潅水制御盤
炭酸ガス回収施用装置

負担金、補助及び交付金 95 △367 学会参加費　95千円

合計 21,235 △4,920

単位事業名 予算額 36,040千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び手数料・ 51 △354 依頼分析手数料
農業手数料

　

調査研究

主な内容

省力、低コスト、高品質生産技術の開発

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 36,040千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 1,380 1,000 試験研究委託金
農業費委託金

財産収入・ 3,284 24 農業技術研究センター
生産物売払収入 米、ナシ

諸収入・ 24,384 △3,204 試験研究受託事業収入
農業受託事業収入 (国研)農業・食品産業技術総合研究機構、ほか６団体から

一般財源 6,941 △3,295

合計 36,040 △5,829

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 1,991 △456 現地調査、会議出席旅費等　1,991千円

需用費 30,967 △4,754 消耗品費　19,971千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　4,007千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　4,222千円
分析機器修繕費、農業機械類修繕費等　2,767千円

　

調査研究

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 36,040千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 2,770 △789 切手代、電話代等　328千円
サンプル分析費、機器メンテナンス費、試薬等処分費　2,442千円

負担金、補助及び交付金 312 170 ドローン講習会、学会参加費等　312千円

合計 36,040 △5,829

単位事業名 予算額 14,995千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 14,995 5,353

合計 14,995 5,353

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

備品購入費 14,995 5,353 人工気象器
味度メーター
トラクター
乗用田植機

　

調査研究

主な内容

分析機器更新事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 14,995千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 14,995 5,353

分析機器更新事業

主な内容


